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【短報】洞窟内から採集されたカネコメツキ2種
Vandel (1965) は，洞窟生物学の教科書的な書籍

“Biospeleology” の中で第 13 章を甲虫にあて，洞窟
内で見つかる甲虫についてページを費やしている．
また上野（1986）も洞窟内で見つかる甲虫につい
てまとめている．ただし，これらの中にコメツキ
ムシ科についての言及はない．今日では，コメツ
キムシ科の一部には，真正の洞窟性種ではないも
のの，洞窟内で採集される種があることが知られ
ている．

オ ガ タ カ ネ コ メ ツ キ Limoniscus ogatai (Kishii, 
1985) は，佐賀県の多良岳で得られた個体をもと
に記載されたが，副模式標本には熊本県の洞窟内
から採集された標本が含まれている．大平（1992, 
1999）は，同じく洞窟内から得られた本種の雌個
体の形態を記載し，鹿児島県の洞窟内からも幼虫
とともに記録している．

ま た， フ タ キ ボ シ カ ネ コ メ ツ キ Limoniscus 

kraatzi nihonicus (Kishii, 1966) のように，野外で見
つかるのが普通でありながら，洞窟内で見つかる
例もある．矢野（2001）は洞窟内で本種の多くの
個体が見つかり，世代を重ねていると推測される
事例を報告している．

筆者の手もとにも，洞窟内で採集されたカネコ
メツキ Limoniscus 属の標本があるので報告する． 

1. ハネアカカネコメツキ　Limoniscus rufipennis 
(Lewis, 1894)（図1）

1♂, 愛媛県上浮穴郡美川村黒岩洞 , 3. V. 2004, 筆
者採集 , 保管．

洞窟内の比較的深部から採集した．漆黒の闇の
中を 50 m ほども進んで，乾いた石に静止した本種
をヘッドライドの明かりで捉えたときには，驚き
のあまり声がもれるのを禁じ得なかった．

2. カタモンカネコメツキ　Limoniscus rufovittatus 
(Ôhira, 1963)（図2）

1♂, 東京都あきる野市養沢三ツ合鍾乳洞 , 1. III. 
2008, 早川定範採集 , 筆者保管．

洞窟内の比較的入り口に近い部分で見つかった．
時期的に，外は成虫の活動期としては早く，越冬
のために洞窟内にいた可能性もある．ただし，採
集時には活動的だった．

このように，Limoniscus 属にみられる洞窟内で
の複数の採集例は，本属の幼虫期を含めた生態的
な特性によることを強く示唆していると考えられ
る．だが，残念なことに詳細は不明である．オガ

タカネコメツキの幼虫がコウモリのグアノ周辺で
得られるという情報もある（大平 , 1999）．大平ら

（2008）によれば，本属の幼虫期の食性はあまりよ
くわかっていないようだが，少なくとも一部の種
については「地中性」「捕食性」「グアノ動物（コ
ウモリ・グアノへの依存）」といった言葉がキーワー
ドになる可能性があると思われる．

末筆ながら，四国，東京の調査時に同行され，
貴重な標本を託された早川定範氏（宮城県），文献
入手のために手を貸してくださった鈴木亙氏（東
京都）に深謝したい．
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図1．ハネアカカネコメツキ．図2．カタモンカネコメツキ．


